
一機の飛行機ができるまで
̶鳥人間コンテストと総合工学̶

2026冬期セミナー （中高生とその保護者対象）

鳥人間コンテストを知っていますか？ 琵琶湖では、人の力だけで空を飛ぶ人力飛行機のコンテストが毎

年行われています。鳥人間コンテストの舞台で飛ぶ一機は、どのようにしてつくられるのでしょうか。

機体の製作は、どのような飛行を目指すのかを決めるところから始まります。翼の形や大きさを考える航

空工学、軽さと強さを両立させる材料力学、パイロットの力をプロペラへ伝える駆動系の設計、飛行中の

機体を把握する計測や制御。人力飛行機には、さまざまな工学分野の知識と技術が集まっています。

しかし、こうした工学のひとつひとつの知識そのものと、限られた時間で飛行機を製作するものづくりと

いう活動の間には、大きな隔たりがあります。限られた人員、時間、予算の中で、設計、製作、試験飛

行を進めるには、チーム全体を動かすマネジメントも欠かせません。設計図だけでは飛行機は飛ばないの

です。

本講演では、中高生時代に講演者が取り組んでいた物理オリンピックなどのバックグラウンドを含め、

東大で13年ぶりにチームを復活させ、琵琶湖で機体を飛ばした経験から、人力飛行機製作の難しさや面

白さについてお話しします。

一機の飛行機ができるまでをたどりながら、教科書で学ぶ物理や数学が実際の設計にどう生かされ、異

なる専門と多くの人の仕事がどのように結びついていくのかを見ていきます。知識を現実のものへ変え、

チームで一つの目標を実現する「総合工学」の世界を、一緒にのぞいてみませんか。

● 揚妻 慶斗  （東京大学工学部計数工学科） 
K 会物理科、情報科学科講師。筑波大学附属駒場高等学校卒。高校在
学中には全国物理コンテスト物理チャレンジ 2022（金賞）や化学グ
ランプリ 2023（銀賞）、アジア太平洋情報オリンピック第 15回大会
（銅）、アジア物理オリンピック第 23回大会（銅）、セキュリティ・キャ
ンプ全国大会 2022 など様々な分野の科学オリンピック、コンテスト
で優秀な成績を収めた。2026年度の鳥人間コンテストでは東京大学の
「F-tec」に設計担当として参加。

※定員になり次第、締切といたします。

◉開催日時：12月13日（日）
13：00～15：00 

◉会　　場：河合塾本郷校
◉参 加 費：無料（一家族につき３名まで）

お申し込みは
こちらから


